
株主還元および資本政策に関する考え方

資本政策の
考え方

• 資源価格変動等の事業リスクに対する備え、および持続的な成長投資に向けた
資金調達のため、必要十分な財務健全性および手元流動性を確保する。

• 上記を前提とし、一定の借り入れを活用し、最適な資本構成および資本コストを
目指す。

還元方針
• 引き続き、株主への利益還元は、経営上の重要課題であるとの認識のもと、中
期的な連結業績の推移および見通しを反映した利益還元の実施を基本に、安
定的な配当の継続に努める。

中計期間中の
還元の考え方

• ３か年平均で、在庫影響除き当期利益の 50%以上を「配当または自社株買
い」で還元する。

• また、安定的な配当継続に配慮し、22 円/株の配当を下限とする。

以 上
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